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NPO POP NEWS＝(略して)『Npop’n』                                                                     

新宿NPO協働推進センターから、社会貢献活動に関連したPOPなNEWS(話題)をお伝えします！

◆HPはこちらから
https://snponet.net
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今号では、1月27日(土)に開催した第2回シンポジウムの様子をご紹介します。
今回のシンポジウムでは、『あなたと外国籍住民が共に築く地域づくり～多文化社会となった新宿にとっ

て必要なことは何か？～』をテーマに話し合いました。新宿区は人口35万人、うち4.4万人が外国人です。
その新宿区が抱える大きなテーマである多文化共生について、課題に直面している方々、課題解決の支援に
当たっている方々から率直な状況を伺い、参加者も交えて質疑、意見交換を行いました。

◆登壇者紹介

坂口 和隆 氏(認定NPO法人シャプラニール＝市民による海外協力の会 代表理事)

   吉成 勝男 氏(NPO法人高島平ACT 理事）

大橋 宗之祐 氏(新大久保商店街振興組合 理事長)

◆ファシリテーター

   山下 馨 (新宿NPOネットワーク協議会 代表理事)

山下 氏吉成 氏 大橋 氏坂口 氏

『あなたと外国籍住民が共に築く地域づくり』

事例紹介② 吉成氏：
高島平ACTは、日本人を含むアジアの人達のコミュニティを作っていこうという趣旨で、2011年に設立し

ました。
高島平団地では当初からの入居者が減り、入れ替わりに外国人が入ってきました。あるブロックでは外国

人比率が10%を超えています。外国人と日本人には、それぞれの慣習・生活スタイルがあるので、現在は、
トラブルが発生しないように、外国人と日本人が、ほぼ関わらず生活しています。

事例紹介① 坂口氏：
当会は国際協力NGOで、バングラデシュの独立直後に支援活動を始め、今年で設立52年目です。

現在の活動地域は同国、ネパール、そして日本国内です。
活動に当たっては、①安易にものをあげて終わりにしない、②当事者が自ら解決していく流れを作る、③

地域の人も巻き込んでみんなで考える、④現場で起きていることから学びながら活動する、⑤誰も取り残さ
ない、の５つのポイントを大切にしています。行政も含めて社会全体で課題に取り組むように働きかけてい
き、最後は問題を抱えている人達が豊かに暮らせるようになるというVISION（方針）を大事にしています。
   日本には、南アジアから多くの人が出稼ぎに来ています。ところが、コロナ禍で仕事がなくなった人が増
えたので、相談活動を受けるようになりました。その後、様々な活動を行っているNPOとの関係を構築し、
現在は子育て相談・情報提供も行うようになりました。一連の活動を通じて、地域の方と外国人が触れ合う
場、日常的に相談・情報取得ができる場が必要であると考え、交流スペース「マザリナ」を新宿区大久保に
昨年9月に開設し、月に2回開催しています。国籍を問わないサードプレイス（自宅、職場・学校に次ぐ場）
を目指しておしゃべり会、イベントも行っています。
日本人も外国人も同じ地域に住んでいればみんな当事者です。キーワードは「ごちゃまぜ」。いい意味で

のおせっかいができる場にできたらいいと思っています。

会場の様子
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事例紹介③ 大橋氏：
昔は新大久保は住宅街で、商店も日常の買い物用でした。現在のように外国人が経営する店舗などが多くなっ

たのは、2002年の日韓ワールドカップや2003年の韓流ドラマ“冬のソナタ”の流行からです。現在、新大久保商
店街組合は会員数160店舗、うち外国人の店が60店舗です。地域には400くらいの店舗がありますが、組合に入
るという意識の無さ、言葉の壁もあって会員になる店は増えていません。一方、組合の理事は32人で、うち６人
が韓国のお店の人です。韓国の人が理事になっているのは珍しいと思います。
外国系の店が増えて急に観光地化し、出店が住宅街にも及んだため、騒音やゴミの問題などが発生し、商店街

組合に苦情が来ましたが、交渉しても、言葉の問題などもあり対応してくれず苦慮していました。そこで、新宿
韓国商人連合会と協力して、インターナショナル事業者交流会を立ち上げました。新大久保のイメージダウン＝
売上げ減となるので、地域の様々な問題を話し合い、全体の発展を目指そうということです。ベトナム、ネパー
ルの店も入っています。地域のイベントに参加して交流を深めていくというコンセプトで進めています。少しず
つでもいいので進めていくのが新大久保商店街の考え方です。

質問❶ 外国人コミュニティの分断はどういう状況でしょうか？
 吉成氏：分断というよりもネット空間だと全体で繋がらず、好きな人だけで繋がっていて、広い意味で横に繋が
るネットワークが形成されていないのが現状だと思います。
質問➋ 外国籍の子どもに同じ区民として何ができるでしょうか？

 坂口氏：日本で働いている夫(父)に呼び寄せられた妻子は日本語はわかりません。子どもが小さいと保育園など
との関係もありません。日本語も分からず、地域との関係もない母子はまったく孤立しています。交流スペース
「マザリナ」には、このような母子の居場所を作りたい。日本人にも来て欲しいと思います。
質問➌ 外国から来た人は出身国に関係なく交流しているのでしょうか？当事者としてどうですか？
孔氏：同じ言葉、文化同士の方が交流しやすいのは当たり前です。交流が難しい理由の1つに、日本語での会話
 は、まだ難しい人が多くいるということがあります。日本語を教える場ももっと増やして欲しいです。
パク氏：同じ国の人同士が集まることは自然だと思います。マザリナのように国に関係のないコミュニティに行
くのはどうでしょうか。
大橋氏：日本人が思っている以上に宗教、政治、信条などが関わってきて、すべての人を取り込んでいくのは難
 しいと感じています。

そこで、ACTでは、多文化講座を開いています。団地特有の干渉しない意識もあり、隣に住む外国人のことを
知りません。講座では、外国人入居者の生活などを紹介したり、異文化体験イベントを行っています。また、初
級日本語（来日1～2年の人を対象、買い物、挨拶などの日本語）教室にも力を入れています。講師は地域のシニ
ア世代で、日本人の高齢者を地域に引っ張り出すという気持ちもあります。一方で、外国人はITエンジニアなど
の技能を生かしてスマホやPCの使い方を教えることもしています。お互いに持っている力を出し合って、地域の
中で生かしていこうと考えています。
外国人住民の孤立を防ぐことが長期的な目標の１つです。外国人コミュニティはインターネット上でも分断さ

れています。孤独な外国人を地域に呼び込むため、日本語教室や講座、子育て世代へのアドバイスなどの色々な
入り口を作っています。UR都市機構やマンション管理組合、板橋区などが配布する資料の多言語化も目標です。
地域で一緒にコミュニティを作っていくことを目指して取り組んでいます。

(左)  朴 娟景（パク ヨンギョン） 氏：シャプラニールで活動中

(中)  ハフィン・ジアオ 氏：ベトナム出身 日本語学校で学習中

（右） 孔 維華 氏：NPO法人高島平ACT中国語通訳支援ボランティア

質問④：最後に、本日のイベントに関しての感想を一言ずつお願いします。
大橋氏：商店街の店主、お客さんを含めて、「明るく賑わいのある商店街にしていこう！」という目標に近づく
ことができるように取組んでいこうと思っています。
吉成氏：様々な人たちが色々な意見を持っているという点においても、多文化はとても楽しいと感じています。
団地は、高齢化と少子化で地域コミュニティの担い手が極端に不足しています。しかしながら、外国人住民は増
えています。こういう状況下においては、外国人に頼るべきだと思います。そのためには日本人も修練、鍛錬し
て、多文化に対応できるように変化していかなければならないと感じています。
坂口氏：多様性は国と国の関係性だけではなく、ひとつの国の中でも、様々な事情が存在しています。そういっ
た問題点を理解せずに、外国人を支援するのではなく、同じ町に住む生活者の一人として、困っている人には声
をかける。まずは、そういう姿勢でいれば良いと思います。言葉の問題もあるかもしれませんが、言葉以上に伝
わるのは気持ち、姿勢です。それが原点であり、多文化共生の始まりだと思っています。
孔氏：多文化のコミュニケーションは必要だと感じています。将来、子どもたちには、日本語・日本文化が理解
できるようになって欲しいと思っています。
ハフィン氏：将来は介護の仕事に就きたい、そして少しでも長く日本で働きたいと思っています。外国人はもち
ろん、子どもや高齢者のために、暮らしやすい社会を住民の方々と協力して作りたいと思います。
パク氏：性別、年齢、国内外の国籍等に関係なく、いつも安心した気持ちで帰れる場所・空間を提供していきた
いと思っています。いつでも「マザリナ」へお越しください。
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 センタ利用団体のイベント等の情報

※表の色分けは各色、次のようなジャンルを示しています。

新宿NPO協働推進センターでは、社会貢献活動をされている方、目指されている方に役立つ内容を取り上げ
た講座を開催しています。令和6年度開催の講座は下記の内容を予定しています。是非ご参加ください。
お申込み等詳細につきましては、当センターまでお問い合わせください。

※日程・内容・講師等につきまして、変更がある場合があります。ご了承ください。
各講座開催日が近くなりましたら、各講座別チラシ等で詳細をご案内します。
オンライン受講もあります。一部オンライン受講を実施しない講座もあります。

◆HPはこちらから
https://snponet.net

オンライン
参加も有り

”４月から、新たに講座がスタートします！“



新宿NPO協働推進センターは、社会貢献活動団体のネットワークづくりの拠点施設です！
センターでは、社会貢献活動団体への施設の貸出しの他、相談や情報提供、講座等、さまざまな事業を実施しています。

情報・お問い合わせ

TEL：03-5386-1315      FAX：03-5386-1318
E-mail：hiroba@s-nponet.net URL：https://snponet.net
Facebook：https://www.facebook.com/shinjuku.npo.center
Twitter：https://twitter.com/s_NPOcenter
Instagram：https://www.Instagram.com/npo_kyogi/

アクセス
〈バスでお越しになる場合〉(いずれの停留所からも徒歩で4分)

・各線 新宿駅 西口より関東バスで｢小滝橋｣下車(乗車時間10分前後)

 西口地下より標柱番号12･14を上がった乗場から出るバス(すべて)

・各線 高田馬場駅 早稲田口より都バスで｢小滝橋 (郵便局前)｣下車

 (乗車時間5分前後) 早稲田口を出て目の前、高架下の乗場

〈最寄駅から徒歩でお越しになる場合〉

・東京メトロ東西線 落合駅、西武新宿線 下落合駅より徒歩12分

・JR山手線･東京メトロ東西線･西武新宿線 高田馬場駅、JR中央線 

東中野駅･大久保駅、都営大江戸線 東中野駅･中井駅より徒歩15分

作成＆発行

新宿区立 新宿NPO協働推進センター
指定管理者：一般社団法人 新宿NPOネットワーク協議会
（〒169-0075 新宿区高田馬場4-36-12)
編集：嶺村 富士雄 林 幸靖 月岡 英人 國府田 明子 

※詳細はHPにてご確認ください

★参加ご希望の方は、電話、FAX、メールにて、下記お問い合わせ先へご連絡ください。

★講座・イベントは諸事情により、延期又は中止する場合がございます。最新情

等につきましては、当センターHPをご参照ください【URL https://snponet.net/】

【申込フォーム】

 センターからのお知ら
せ
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 センターからのお知らせ

《 NPO法人日本ボランティアコーディネーター協会 》

主催・問合せ：新宿NPOネットワーク協議会
【電 話】 03-5206-6527 
【Email】hiroba@s-nponet.net
後援：新宿区

✤ちょっと気になるNPO団体を紹介します✤

♪当センターで行われる「第177回市民とNPOの交流サロン」にご登壇いただきます♪ 
開催日時：2024年 4月 11日（木）18時45分～20時45分 ※是非ご参加ください。

語り手   ：NPO法人日本ボランティアコーディネーター協会
参加方法：オンライン（詳細はhttps://snponet.net）
参加費   ：無料

日本ボランティアコーディネーター協会は、地域の様々なコーディネーターを応援し、ボランティア
・コーディネーション力を高め、「ボランティアの専門的な役割を確立する」ことを目標に活動して
います。

～市民が主役の豊かで創造的な社会をつくる。それを実現するために活動しています～

   【NPO入門講座】～『さあ、NPOの活動を始めましょう 』～

【講 師】手塚 明美 氏 （認定NPO法人 藤沢市民活動推進機構 理事長）

【日 時】4月25日（木） 18:45～20:45

【場   所】当センター501会議室

【対象者】NPOについて知りたい、興味のある方。社会貢献活動をされている方。

【定   員】会場20名 オンライン40名

【参加費】1,000円（資料代等）

【内 容】NPOは日本語では特定非営利活動法人と訳されます。そもそも『特定非営利』って何でし

ょう？また、財源はどうしてるの？などなどNPOに関するいろいろな疑問に答えながら基

礎知識をわかりやすくお話いただきます。また、社会貢献のためのいろいろな団体の特徴

を知ってご自身の活動に役立つ情報を身に着けます。

《オンライン参加用》 《会場参加用》

mailto:hiroba@s-nponet.net
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